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Abstract 
Lectures on Japanese culture (Nippon Bunka Kogi) were lectures that the Ministry of Education required for 
compulsory subjects in 1936 of national universities, senior high schools and technical schools under direct control of 
the Ministry. The Ministry also required private universities and technical schools to conduct the lectures on Japanese 
culture. This paper focuses on the situation in which the lectures on Japanese culture were presented at private 
universities and technical schools in the Kansai region of wartime Japan.
From fiscal year 1936 to fiscal year 1943, at least 92 lectures on Japanese culture were presented by 56 lecturers at private 
universities and technical schools in the Kansai region. However the fiscal year when the lectures were started varied among
the private universities and technical schools. 
キーワード；日本文化講義，教学刷新，思想善導，戦時期の私立大学 
Keyword； lecture on Japanese culture (Nippon Bunka Kogi) , revision of education and study, thought guidance,
           private universities of wartime Japan 
 
- 1 -
Memoirs of Osaka Institute
of Technology























































































































































































関1 関2 同 早 慶 明 専 青 拓 中
㻝㻝 ７月22日 発思87号 文部省思想局長 ○ ○ × × × × ○ × ○ ×
４月５日 発思15号 文部省思想局長 ○ ○ × ○ × △ × × ○ ×
９月20日 発指28号 教学局長官 ○ × ○ × × △ ○ × × ×
㻝㻟 ４月５日 発指19号 教学局長官 ○ × × ○ × × ○ × × ○
㻝㻠 ４月５日 発指19号 教学局長官 ○ ○ × ○ × × ○ × × ○
㻝㻡 ４月23日 発指19号 教学局長官 × ○ ○ ○ × △ ○ ○ ○ ○
㻝㻢 ４月５日 発指15号 教学局長官 ○ ○ × ○ × △ × ○ ○ ×
㻝㻣 ４月28日 発指１号 教学局長官 × × × ○ × ○ ○ ○ × ×






























































































































  発指一七号 
昭和十三年三月八日 
教学局指導部長





   尚実施セラレザル場合ハ其ノ旨御回報相成度
             記
講師名及演題、講義日時及時間数、聴講学生生徒数、
講義要旨












   追テ尚実施セザル場合ニ於テモ其ノ旨御回報相成                 
   度
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年度 実施日 対象学生・生徒 講師肩書き 講師名 演題
11月15日 大学予科 関西大学講師 石濱　純太郎 大阪の漢学














１月20日 （未記載） 京都帝大教授 本庄　榮治郎 我国近世の開国進取論
５月12日 大学予科 関西大学講師 魚澄　惣五郎 日本文化の多様性
５月12日 専門部第一部 関西大学講師 魚澄　惣五郎 日本文化の多様性
５月20日 専門部第二部 関西大学講師 魚澄　惣五郎 日本文化の多様性
６月７日 学部 東京帝国大学教授 鹽谷　溫 日本精神と世界平和
12月12日 専門部第二部 文学博士 吉澤　義則 日本魂
12月13日 学部 経済学博士 黒正　巖 日本経済の特殊性




10月25日 大学予科 風俗研究家 江馬　務 日本精神と風俗
12月13日 専門部第二部 （未記載） 江馬　務 上代風俗に現はれた日本
精神とその変化





６月３日 大学予科 関西大学講師 魚澄　惣五郎 国体と武家政治
６月３日 専門部第一部 神宮奉幣会会長 今泉　定助 天皇の御本質
６月３日 専門部第二部 神宮奉幣会会長 今泉　定助 国体の本義
６月23日 専門部第一部 鴻池合資会社理事 江崎　忠政 大阪の古代文化に就いて
６月24日 専門部第二部 鴻池合資会社理事 江崎　忠政 大阪の古代文化に就いて







５月18日 学部 関西大学教授 村田　數之亮
ギリシヤ建築とギリシヤ
精神
７月５日 学部 京大教授 澤潟　久孝 萬葉精神について
７月19日 専門部第一部 京大教授 澤潟　久孝 萬葉精神について
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11月15日 大学予科 関西大学講師 石濱　純太郎 大阪の漢学














１月20日 （未記載） 京都帝大教授 本庄　榮治郎 我国近世の開国進取論
５月12日 大学予科 関西大学講師 魚澄　惣五郎 日本文化の多様性
５月12日 専門部第一部 関西大学講師 魚澄　惣五郎 日本文化の多様性
５月20日 専門部第二部 関西大学講師 魚澄　惣五郎 日本文化の多様性
６月７日 学部 東京帝国大学教授 鹽谷　溫 日本精神と世界平和
12月12日 専門部第二部 文学博士 吉澤　義則 日本魂
12月13日 学部 経済学博士 黒正　巖 日本経済の特殊性




10月25日 大学予科 風俗研究家 江馬　務 日本精神と風俗
12月13日 専門部第二部 （未記載） 江馬　務 上代風俗に現はれた日本
精神とその変化





６月３日 大学予科 関西大学講師 魚澄　惣五郎 国体と武家政治
６月３日 専門部第一部 神宮奉幣会会長 今泉　定助 天皇の御本質
６月３日 専門部第二部 神宮奉幣会会長 今泉　定助 国体の本義
６月23日 専門部第一部 鴻池合資会社理事 江崎　忠政 大阪の古代文化に就いて
６月24日 専門部第二部 鴻池合資会社理事 江崎　忠政 大阪の古代文化に就いて







５月18日 学部 関西大学教授 村田　數之亮
ギリシヤ建築とギリシヤ
精神
７月５日 学部 京大教授 澤潟　久孝 萬葉精神について
７月19日 専門部第一部 京大教授 澤潟　久孝 萬葉精神について




















学報』第 号（昭和 年５月）、第 号（昭和 



































































































































































































大学　商経学部 東洋倫理学 　　　　 　浦川源吾 上ニ同シ
修身 文学士　平賀耕吉
歴史 文学士　武藤誠
専門部　神学部 文学部 国民道徳 名誉院長　吉岡美國 上ニ同シ







































































































大学　商経学部 東洋倫理学 　　　　 　浦川源吾 上ニ同シ
修身 文学士　平賀耕吉
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学部名 学科目 担任者 摘要
国文学 文学士　北島葭江


























関西学院高等商業学校長                        
神 崎 驥 一
教学局指導部長殿















































































年度 実施日 対象学生・生徒 講師肩書き 講師名 演題
12月13日 高等商業学校 （未記載） 魚澄　惣五郎 （未記載）
１月20日 高等商業学校 （未記載） 三宅　光華 （未記載）
11月29日 専門部文学部 教授 壽岳　文章 開版事業と日本文化
２月５日 高等商業学校 （未記載） 黑正　巖 無題
㻝㻢 １月26日 高等商業学校 京大教授 中村　直勝 皇道精神ノ基礎
５月16日 高等商業学校 神都斎庭寮主 齋藤　信吉 日本民族生活の真善美と
衣食住





























































































年度 実施日 対象学生・生徒 講師肩書き 講師名 演題
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１月20日 高等商業学校 （未記載） 三宅　光華 （未記載）
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２月５日 高等商業学校 （未記載） 黑正　巖 無題
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   １各部科別々ニ考案スルコト
   ２十月八日（木）午后二時 部科長会議を再会、
各部科考案持寄リ打合ハスコト
    標準
    本科 本学年ニ二回（一回二時間） ４
    専門学校   〃〃    〃
    予科   四回８
   ３講師
     小西、西田、中村直勝、田辺、作田、高田




















































































   １各部科別々ニ考案スルコト
   ２十月八日（木）午后二時 部科長会議を再会、
各部科考案持寄リ打合ハスコト
    標準
    本科 本学年ニ二回（一回二時間） ４
    専門学校   〃〃    〃
    予科   四回８
   ３講師
     小西、西田、中村直勝、田辺、作田、高田

















































１講師 小西重直氏  二、三年級
     中村直勝氏    一年級
２回数及び時間数
   一回二時間とし本学年は四回之を行ふ
    二三年級（二回）
    一年級（二回）
   第二学期に於ては二三年級に実施す
   第三学期に於ては一年級に実施す
３期日予定 二三年級 第一回十一月（QRY）十日
（木）午前十時十分より十二時まで

























年度 実施日 対象学生・生徒 講師肩書き 講師名 演題






































12月１日 高等商業学校 京都帝国大学助教授 中村　直勝 白鳳天平ノ思想
12月６日 高等商業学校 京都帝国大学助教授 中村　直勝 王朝末期ノ思想




１月22日 大学・専門学校 京大名誉教授 末廣　重雄 日本国ノ大陸政策
２月14日 女子専門学校 大学予科教授 二宮　源兵 日本精神ノ本質
㻝㻟 ２月８日 女子専門学校 同志社大学教授 園　頼三 芸術に現はれたる日本文
化の特質
10月19日 大学 名誉教授 日野　眞澄 国号と国家精神
10月25日 大学 助教授 黑田　謙一 日本経済思想史上に於け
る佐藤信淵の地位
11月８日 大学 教授 魚木　忠一 日本精神史に於ける一高
峯としての中江藤樹
11月15日 大学 教授 難波　紋吉 日本文化に於ける同志社
の貢献




11月21日 大学 文学部教授 村岡　景夫 修理固成の論理
11月22日 予科 文学博士 吉澤　義則 大和魂ニ就テ





12月４日 大学 京都帝大教授 牧　健二 新体制ノ歴史的地位
11月17日 大学 教授 田村　德治 日本文化と新学問の建設







７月８・９日 予科 京都帝大法学部長 牧　健二 日本の刑法と日本思想
７月14日 大学 教授 田村　德治 日本文化と極地学問に就
て
７月15日 大学 教授 大林　宗嗣
文化政策の課題としての
日本的世界観に就て
12月２日 予科 （未記載） 吉澤　義則 平安時代の好尚美

























日）、第号（昭和 年 月 日）、第 号（昭和




























































た講義は『同志社々報』の第 号（昭和 年 月４































日）、第号（昭和 年 月 日）、第 号（昭和




























































た講義は『同志社々報』の第 号（昭和 年 月４











































処務日誌 昭和十四年度』には 月 日に「日本文化
精神講演」という記載があるが、講師名や演題は記され
ていない。





























































































































































第５号（同年 月 日）、第８号（昭和 年３月 




























































































第５号（同年 月 日）、第８号（昭和 年３月 







































（未記載） 立命館大学学長 織田　萬 独伊の現状と我が国情
12月７日 （未記載） 京大助教授 柴田　敬 支那事変と資本主義経済









































































































年度 実施日 対象学生・生徒 講師肩書き 講師名 演題
㻝㻝 11月10・11日（未記載） （未記載） 雪山　俊夫 独逸文学に表はれたる独
逸民族性と我国民性
６月８・10日 学生生徒全体 龍谷大学講師 羽渓　了諦　 仏教より観たる日本精神





１月12・14日 （未記載） 京城大学教授 赤松　智城 東亜諸民族の宗教




６月19・20日 （未記載） 大谷大学教授 德重　淺吉 肇国と維新
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約 名の合計約 名、２日目が予科 名、専門部
名、学部約名の合計約 名であった。『龍谷大


















































































































































































































































































































































































 関西大学は昭和  年度から日本文化講義を実施した
が、学内文書の調査ができていないため、その理由は推
測によるしかない。関西大学初の日本文化講義実施を『関






































成した「日本文化講義」関連資料リスト（ 年  月
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成した「日本文化講義」関連資料リスト（ 年  月













































































































































































































































































































㻝㻝 㻝㻞 㻝㻟 㻝㻠 㻝㻡 㻝㻢 㻝㻣 㻝㻤 11講 17講 宗教
同志社大学教授 難波　紋吉 哲学関係 社会学 同 㻜
同志社大学教授 大林　宗嗣 哲学関係 社会事業論 同 㻜
神宮奉幣会会長 今泉　定助 哲学関係 宗教学 関大 㻝
大正大学教授 椎尾　辨匡 哲学関係 宗教学 関大 ○ ○ 㻤
神都斎庭寮主 斎藤　信吉 哲学関係 宗教学 関学 㻜
愛宕神社社司 瀧本　豐之輔 哲学関係 宗教学 立 龍 㻝
京都帝大教授
龍谷大学講師
羽渓　了諦　 哲学関係 宗教学 龍 ○ ○ ○ 㻞
京城大学教授 赤松　智城 哲学関係 宗教学 龍 ○ 㻜
東京帝大助教授 宇野　圓空 哲学関係 宗教学 龍 龍 ○ ○ ○ 㻝㻜
同志社大学予科教授 二宮　源兵 哲学関係 神学 同 㻜
同志社大学名誉教授 日野　眞澄 哲学関係 神学 同 㻜
同志社大学教授 魚木　忠一 哲学関係 神学 同 㻜
同志社大学教授 本宮  彌兵衛 哲学関係 心理学 同 㻜
同志社大学教授 村岡　景夫 哲学関係 西洋哲学 同 㻜
京都帝大名誉教授
立命館大学文学科部長
高瀨　武次郎 哲学関係 支那哲学 同・立 ○ 㻜
大阪女専教授
関西大学講師
魚澄　惣五郎 歴史関係 国史 関大 関学 関大 ○ 㻜
第三高等学校教授
京都帝大助教授
中村　直勝 歴史関係 国史 同 同・龍 関学 ○ 㻟
京都帝大教授 西田　直二郎 歴史関係 国史 同 ○ ○ 㻝㻟
立命館大学教授 太田　亮 歴史関係 国史 立 㻜
大谷大学教授 德重　淺吉 歴史関係 国史 龍 㻜
関西大学教授 村田　數之亮 歴史関係 西洋史 関大 㻜
京都帝大教授 原　随園 歴史関係 西洋史 関学 ○ 㻝㻝
関西大学講師 石濱　純太郎 歴史関係 東洋史 関大 㻜
東方文化学院研究員 青山　定雄 歴史関係 東洋史 龍 㻜
風俗研究家 江馬　務 歴史関係 風俗史 関大 㻜
関西学院大学講師 寿岳　文章 文学芸術関係 英文学 関学 㻜
東京帝大講師 田邊　尚雄 文学芸術関係 音楽 同 ○ ○ 㻞㻤
京都帝大名誉教授 吉澤　義則 文学芸術関係 国語学 関大 同 同 㻜
京都帝大教授 澤潟　久孝 文学芸術関係 国文学 関大 ○ 㻜
関西学院大学講師
関西学院中学部教諭
三宅　光華 文学芸術関係 国文学 関学 㻜
東京帝大教授 鹽谷　溫 文学芸術関係 支那文学 関大 ○ ○ 㻞㻜
京都帝大教授 雪山　俊夫 文学芸術関係 ドイツ文学 龍 㻜
同志社大学教授 園　頼三 文学芸術関係 美学 同 同 㻜
同志社大学教授 田村　德治 法政関係 行政学 同 同 㻜
京都帝大名誉教授
立命館大学学長
織田　萬 法政関係 行政法 立 㻝
同志社大学法学部教授 田畑　忍 法政関係 憲法 同 㻜
京都帝大名誉教授 末廣　重雄 法政関係 国際法 同 㻜
京都帝大教授 牧　健二 法政関係 法制史 関大 龍 同 同 ○ ○ 㻢
京都帝大教授 中島　玉吉 法政関係 民法 関大 㻜
京都帝大助教授 静田　均 経済関係 経済学 同 㻜
京都帝大教授 徳永　清行 経済関係 経済学 同 㻜
京都帝大教授
立命館大学講師
作田　莊一 経済関係 経済学 立 ○ 㻞㻢
京都帝大助教授 柴田　敬 経済関係 経済学 立 㻜
同志社大学助教授 黑田　謙一 経済関係 経済学史 同 㻜
京都帝大教授 本庄　榮治郎 経済関係 経済史 関大 ○ 㻝
京都帝大名誉教授
関西大学学長
神戸正雄 経済関係 財政 関大 ○ ○ 㻢
京都帝大教授 高田　保馬 経済関係 社会学 立 ○ ○ 㻟㻜
京都帝大元教授
昭和高等商業学校校長
黑正　巖 経済関係 農業経済 関大 関学 㻜
京都帝大助教授 大上　末廣 経済関係 中国経済 立 㻜
大阪帝大教授
造船少将 八代　準 自然科学 造船学 関大 㻝
大阪帝大教授 淺田　常三郎 自然科学 物理学 関大 㻜
大阪海軍警備府人事部
中佐 塚本　朋一郎 時局関係 軍事 関大 㻜
ジャパンタイムズ社長 蘆田　均 時局関係 国際事情 同 ○ 㻞㻝
鴻池合資会社理事 江崎　忠政 時局関係 時局問題 関大 㻜
石原産業海運会社会長 石原　廣一郎 時局関係 時局問題 関大 ○ 㻞
大阪毎日新聞社京都支
局長
岩井　武俊 時局関係 時局問題 同 㻜
直轄学校
担当回数











（資料）表－４～８の資料及び「日本文化講義講師表」（昭和  年）、「昭和十七年五月二十七日 日本文化講義諸








































































































































































































関西 関西学院 同志社 立命館 龍谷 ５大学計
学内関係者 㻞㻡㻚㻜 㻞㻤㻚㻢 㻡㻜㻚㻜 㻡㻜㻚㻜 㻟㻜㻚㻜 㻟㻤㻚㻜
東京帝大系 㻡㻚㻜 㻜㻚㻜 㻟㻚㻤 㻜㻚㻜 㻞㻜㻚㻜 㻡㻚㻢
京都帝大系 㻟㻡㻚㻜 㻠㻞㻚㻥 㻠㻞㻚㻟 㻣㻡㻚㻜 㻠㻜㻚㻜 㻠㻟㻚㻣

















































































































































































































































































































































































































月７日の 号分、昭和 年２月１日～昭和 
年３月 日の 号分、昭和 年３月 日～昭



























































































月７日の 号分、昭和 年２月１日～昭和 
年３月 日の 号分、昭和 年３月 日～昭
和 年３月 日の 号分、昭和 年６月１日
～昭和年８月 日の号分である。
）なお、『級主任会議記録（木曜会）－』
の中に挿入されている小冊子の「木曜会記録」の
頁と頁の間に貼り付けられている文書「関西
学院高等商業学校 国民精神総動員実行委員会規
約」の中に「因ニ本年度（昭和十四年度）実施行
事ハ大体右ノ如シ」とあり、「一．日本文化講演」
とある。
）「原随圓」は「原随園」の誤植、「キヤペル」は「チ
ヤペル」の誤植と思われる。
）『同志社々報』で確認できる実施例には年度によ
るばらつきがある。昭和・年度については相
当の件数を確認できるのに対して、昭和年度に
ついては１件も確認できない。また、昭和年度
は１件、昭和・年度は２件ずつの確認にとど
まり、昭和・年度は１件も確認できない。こ
れが同志社内で学内報に記載するのが不要なほど
日本文化講義の実施が当然のことになったためで
あるのか、日本文化講義以上に重要な記載事項が
増えたためであるのか、理由は不明である。
）実際は昭和 年７月５日までではなく同 年７
月５日までの日誌である。
）日誌が書かれているのは昭和 年７月 日まで
である。
）立命館百年史編纂委員会編『立命館百年史 通史
一』（立命館、平成年）頁
）滝本誠之輔と書かれていたが、滝本豊之輔の誤記
であろう。
）大阪工業大学図書館相互利用係を通して龍谷大学
図書館へ平成年３月に龍谷大学の学内文書につ
いての所蔵調査および閲覧依頼を出したところ、
龍谷大学大宮図書館から同年３月 日付けで「図
書館所蔵資料以外は修復作業及び学内調査中のも
のもあり、公開しておりません」という回答があ
った。
）大阪工業大学図書館相互利用係を通して龍谷大学
図書館へ平成年９月に日本文化講義関連文書の
所蔵調査および閲覧依頼を出したところ、龍谷大
学図書館大学史資料室が『教務立案』などの教務
課の簿冊から「日本文化講義」関連資料を摘出し
て複写したものを平成 年 月に提示頂き、そ
れを閲覧した上で再複写した。
）前掲駒込他編『戦時下学問の統制と動員』頁参
照。
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）日本文化講義の講師担当など高田保馬の思想善導
への関与については拙稿「戦前の思想統制と高田
保馬―思想善導への関与と「日本経済学」批判―」
（『大阪工業大学紀要』第  巻第２号、人文篇、
平成 年２月）を参照せよ。
）この点については例えば駒込武「戦時同志社史再
考―帝国史の視点から―」（『キリスト教社会問
題研究』第号、平成年月）参照。
）本稿で引用する『中外日報』の記事は同志社社史
資料センター所蔵の「スクラップブック」に貼ら
れていた切り抜き記事を利用した。
）前掲『立命館百年史 通史一』頁
）日付は不明だが記事の内容から判断して昭和年
９月以前のものと思われる。
）『同志社百年史 通史編二』（同志社、昭和年）
頁
）長岡徹「天皇機関説事件と関西学院」（『関西学
院史紀要』第号、平成年）参照。
）この点については関西学院大学学院史編纂室の池
田裕子総合主管よりご教示頂いた。
）この点については池田裕子「ベーツ院長辞任の真
相を探る―『ベーツ日記』を手がかりとして―」
（『関西学院史紀要』第号、平成 年）参照。
）『関西学院百年史 通史編Ⅰ』（学校法人関西学
院、平成９年）頁
）詳しくは前掲拙稿「講師一覧からみた戦時期の「日
本文化講義」の諸相」を参照せよ。
）関西大学百年史編纂委員会編『関西大学百年史資
料編』（学校法人関西大学、平成８年）－
頁

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戦時期の私立大学における「日本文化講義」の展開
−30− −31−
